取扱説明書 


保証書別添付 


HITACHI 

Inspire the IMext 


日立電気掃除機 

互リザ 

CV-SW200 



このたびは日立電気掃除機をお買い上げいた 
だき、まことにありがとうございました。 

この掃除機は家庭用でず。業務用や掃除な外 
の目的にはご使巧にならないで<ださい。 

ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読み 
になり、正しくご使用ください。 

お読みになつたあとは、保証書とともに大切 
に保存してくださ■し、。 


「安全上のごを意」 〈 P .4 〜5> をお読み 
いただき、正しくご使用ください。 


ちくじ 


ご使用の前に 


参各部のなまえと組み立てかた 

参安全上のご注意 . 

参使用上のお願い . 



使いかた 


参運転のしかた . 

参運転時の機能 . 

. 「回3百これつきり」ボタンによる自動運転- 



• 本体のランプ 



. パワーモニター 

参お掃除のしかた 
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-パワーヘッド . 

. パワ-へッドの持ち上げ停止スイッチ- 
- クルッとヘッド.ぺタリンコ構造 •••• 

-クルッとブラシ . 

•ワイド曲がる□ング吸口 . 

-ずき間用吸 □. 

-あると便利な別売り吸 □. 
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お掃除が終わったら 


参ごみの捨てかた . 

• ごみすてラインの確認のしかた . 

-ダストケースの取り出しかた . 

-ダストケースのごみの捨てかた . 

田「立体つイルター」のごみの捨てかた . 

图 r クリーンフイルター」のごみの捨てかた-- 
.テイッシュぺーパーの取り付けかた ••• • 

-ダストケースの取り付けかた . 

参あとかたづけ . 

• 電源コードの卷き取りかた . 

-収納のしかた . 

参吸込力が弱くなったら . 

参お手入れのしかた . 

• 本体*標準付属品*付属応用部品— 
-ノの一へツド . 
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こんなとさは 


参故障かなと思ったら •••• 
参ァ フターサー ビスと保証 

参別売り部品 . 

•仕様 . 
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る部のなまえと組み立てかた 


パワーモニター 〈 P .9〉 


クルツとブラシ 〈 P .1 1〉 

♦延長管または手もと操作部に取り付けられます。 

スライドつまみ 〈 P .6〉 
ボタン 





ボタン 



ホーススタンド 〈 P .20〉 延長管 


パワーヘッド、クルッとブラシ、延長管を外ずとさは、 
ボタンを押しながら巧いてください。 

1パワーヘッドを振ると、構造上、カラカラと音がしますが、 
異常ではありません。 

ホーボン繊維の特性上、パワーヘッドと延長管、本体の一音 P 
の黒い部分に力ーボン繊維力馈状に見えまず。 

パワーヘッド、延長管の取りせけの際、「カチッ」と音がしない 
ことがありますが、異常ではありません。 


パワーヘッド 〈 P .9、10、1 1、2日、26〉 


裏側！持ち上げ停止 

スイツチ 

回転ブラシ 
f かるふき 
ブラシ 




標準付属品 


パワーヘッド（"固） 

延長管 （1 本） 

ホース （1 本） 

(ワイドごみハンターヘッド D - AP 37) 

(サツとズームパイプ） 
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付属応用部品 


お手入れブラシ 

サツと八ンドル 

クルツとブラシ 

すき間用吸口 （1 個） 

別売り部品接続用アタッチ 

("固） 

り個） 

("固） < p .11> 

< P .13> 

メント （1 個） 〈 P .14〉 

f ダストケース側面に取り、 
、付けられています ) 




rU 





\ jj _ ______ 山 


ワイド曲がる□ング吸 □ < P .12 、13〉 


曲がる□ング吸 □(1 個） 



ワイドブラシ （1 個） 



すき間巧吸□ホルダー 
(1 個） < P .13> 



テイッシュペーパー 

り 枚） < P .18> 

トケ ースに取り付け、 
られています ノ 


/ダス 

、られ 











































ボタン 



手もと操作部 
グリップ八ンドル 
運転スイツチ 〈P.7〉 
手もと レバー <P.6> 


電源プラグ 

電源コード 


固定八ンドル 


電源コード本体のランプ 
卷き取りボタン 1<P.9> 
<P.20> 


tK — 乂 




排気口 


フイルターお手入れ機構 

電源 コー ドを引くと、 フイルターカバー 
(ビーい 巧 ル) が振動 し、クリーンフイ 
ルターに 付着した微細なごみを落として 
目詰まりを抑えます。 

クリーンフイルター 


サツと八ンドル 



フイルターカバ ー( ビート パネル） 


サイク□ン室の構成 
〈P.23、24〉 



ダストケースの構成 〈P.15~18、22〉 

ダストケース取り外し クリーンフイルター 

レ バー 



ごみずてボタン 


立体 
フイルター 


ダスト 
ケースふた 



お手入れブラシ 
I ダス トケース側面に、 
1取り付け与れてしほ却 


サツと八ンドルの取り付けかた 


n サツとハンドルを本体つざてに取り付ける 

本体つざてにある^角マークを上にして、 
サツとハンドルを、持ち手に溝のある方向 
から、 挿入□下側にそわせて差し込む 



S サツとハンドルを取り付けた本体つざてを 
本体に差し化む 



る部のなまえと 
組み立てかた 
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ま全上のごを意 


必ずお守り<ださい 


ご使用になる人や、ほかの人への危害、財産への損害を未然に防止するため、お守りいただくことを次の 
ように説明しています。また、本文中の注意事項についてもよくお読みのうえ、正しくご使用ください。 

■表示内容を無視して誤った使いかたをしたとさに生じるを害や損害の程度を、次の表示で区分し、 
説明しています。 



A 


給表示の説日月 


「警告やを意を促す」内容のものです C 


0 


してはいけない「禁止」内容のものです C 


〇 


必ず実行していただく「指示」内容の 
ちのです。 


へ斯ム この表示の欄は、「死 t または 

公警告重傷を負うことが想をされる」 
内容です。 


zL 注意 


この表示の欄は、「軽傷を負う 
ことが想定されるか、または 
物的損害の発生が想定される」 
内容です。 


A 警告 


異常-が障時には直ちに使用を中止ずる 



. スイツチを巧しても、運乾しない-運乾中、時々止まる -ホースが破れている 

-電源プラグやコードを動かすと、-運転中、異常な音がする-こげくごい"におい"がする 
通電したりしなかったりする-本体が変形したり、異常に熱い-その他の異常がある 

発煙•発火-感電のおそれがあります。 

ずぐにスイツチを切り、電源プラグを抜いて、販売店へ点検•修理を依頼してください。 


電源(コンセント-プラグ•コード) 

♦定格1 SAiJLh • 交流！ 00 V のコンセ 
ントを単独で使う 

参電源プラグは根元まで確実に差し込む 
•ごみ捨てやお手入れの際は、電源プラグ 
をコンセントから抜く 
♦電源プラグのほこりなどは定期的に 
乾いた布でふき取る 


0 参電源コードを傷つけない 

<傷つけ.加工.無理な曲げ•引つ'1 
張り•ねじり•重いものを載せる- 
Is 挟み込むなどしない } 

参傷んだ電源コード-電源プラグ、 
ゆるんだコンセントは使用しない 
参電源コードを回転ブラシに卷き込まない 
参めれた手で抜き差ししない 

火災•感電の原因となります。 



八ワーヘッド(吸込 □) 

0 ♦回転ブラシや持ち上げ停止スイッチには触れない 
けがの原因となります。 

特におモさまにはごを意ください。 



持ち上げ 
停止スイッチ 
回転ブラシ 



そのほか 

0 ♦引火性のちの、可燃物、火気のあるものの近くで使用しない、 
吸わせない〔な油、ガソリン、シンナー、ベンジン、トナー、 
可燃性ガス（スプレー)、たばこの吸い殻など〕 

♦巧しピン、針、つまようじ、じゆうたん洗ミ争剤などのミ包、のよう 
なちのを吸わせない 

♦改造はしない。修理技術者な外の人は、分解したり修理をしない 
♦7 j < 洗いをしたり風呂場で使田しないげ洗いできる部品は除 <) 
爆発•火災•感電-けがの原因となります。 



が’走'';ス 

押レピン 

つまようじ‘ 


じゆラたん 
洗測などの'泡 
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A ミ主意 


電源 (コンセント. プラグ- コー ド） 

0 参使用時1^4外は、電源プラグをコンセントから抜く 
絶縁劣化による感電-発火の原因となります。 

♦電源プラグを抜くときは、電源コードを持たずに先端の電源プラグを持って引き抜く 
電源コードが傷つき、シヨート（短絡）して感電.発火することがありまず。 

♦電源コードを巻き取るときは電源プラグを持つ 
電源プラグが当たってけがをすることがありまず。 


八ワ ーへッ ド(吸込□い ホース- 延長管 

0 ♦運転中に吸込□をふさいで、スライドつまみをスラ 
イドさせたり、手ちとレバーを引かない 
延長管が急に縮んで、けがをすることがあります。 
♦吸込□をふさいで長時間運転しない 
過熱による本体、パワーへッドの変形-発火の原因 
となります。 

♦ほかの製品に取り付けて使わない 
過熱によるパワーへッドの変形 • 発火の原因となります。 
♦ホースや延長管の先端で掃除をしたり、ホース差し 
込み口、ホース、延長管の接点にピンなどを入れない 
シヨート(短絡)して感電-発火の原因となります。 
♦延長管や吸込口のカバーを感電のおそれのある電気部 
品など(巧電部)に接触させない 
使用しているプラスチック材料には力ーボン繊維力《 
含まれているため、電気を通しますので感電の原因 
になります。 




排気口 

0 


度時間体に当てなし、) 


参排気□をふさがない 

過熱による本体の変形-発火の原因となります。 
♦扫商□から出る風を、長時間体に当てない 
低温やけどをすることがあります。 



そのほか 

♦火気に近づけない 

本体の変形によりシヨート（短絡）して感電-発火の原因となります。 
扫 f 気により炎が大きくなり、火災の原因となりまず。 


0 


使用上のお願い 


故障などを防ぐために、次のことをお守りください。 

また、本文中の®事項についてもよくお読みのうえ、正しくご使巧ください。 


♦電源コードはホ印1^4上無理に引き出さない 

断線の原因となりまず。 

♦パワーヘッド、延長管、ホースを強くぶつけない 

破損の原因となりまず。 

♦ホースや延長管の先端で掃除しない 

接触で良や破損の原因となります。 

♦持ち運びするときは、ホースを持つてぶら下げない 

ホースの破損の原因となりまず。 


参本体に乗らない 

故障の原因となりまず。 

♦次のようなちのは吸わせない 

異臭や故障の原因となりまず。 

-水や液体•湿ったもの- P 及湿剤(湿気取り） 
-多量の砂や粉.長いひも.ガラス 

♦7 防先いした部品は十分に自然乾燥させる 

異臭や故障の原因となりまず。 


{女全上のごを意 


使用上のお願い 
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運転のしかた 


〇 電源コードを引き出し、電源プラグをコンセント 
に差し込む 

電源コードを引き出すと、フイルターお手入れ機構が 
働きます。 〈 P .3〉 



♦フイルターお手入れの効果を出すため、お掃除のとさは 
電源コードを黄印まで引さ出してください。 

♦電源コードを引さ出すとき、巻き取るときのカタカタ音は 
フイルターお手入れ機構の音ですので異常ではありません。 
♦電源〕ードを卷き取るときは、フイルターお手入れをしません。 


A 警告 

义災のおそれあり 

定格1 SAiiLh • 交流1 00 V のコン 
セントを単独で使ラ 

♦延長コードを使用したり、ほかの書 
気製品と同時にコンセントをご使用 
にならないでください。 


A ミち思 

けがのおそれあり 

参ダストケースを取リイ寸けてから、 
電源コードを引さ出してくださし、。 
つィルターカバー (ビートパネル） 
の振動で、手などをけがすること 
があります。 


が1111 

参電源コードはホ印な上引き出さない 
でください。断線の原因となります。 


延長管の長さを調節ずる 

パワーへツドに足を添えて、手もとレバーを引きながら 
グリツプノ \ンドルを上下ごせる 

または、スライドつまみをスライドしながら、延長管を 
伸縮させる 


手もと レバーを 引く 

(手を少し手もとレ/ く'—側に移動して操作すると楽です) 



♦手もとレバーを使って延長管を伸ばすとさは、 
確実に手もとレバーを引いてください。 

パワーへツドが外れることがあります。 


A 警告 

けがのおそれあり 

運転中はパワーへッドに足を添えない 

♦回転ブラシに巻き込まれるおそれが 
あります。 


/ h を息 

けがのおそれあり 

参運転中に吸込□をふさいで手もとレ 
バーを引いたり、スライドつまみを 
スライドさせたりしないでください。 
延長管が急に縮むことがあります。 
♦延長管のすき間に手などを入れない 
でください 。。 S - 


すさ間^ 

参掃除をするとさや延長管を縮めると 
きは内パイプの凹凸部を持たないで 
<ださい。 また、延長管を伸縮させ 
るときは、スライドつまみと延長管 
のすき間に手などを押しつけないで 
ください。手を挟むことがあります。 
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運転スイツチを}甲ず 


お巧みで運転したいとき 


巧すごとに「強」^「中い「弱い「強」… 
の順に切り替わり、運転します。 

R 9 じゆうたんの念入りな 
■ Hj お掃除に 

巧 普通のお掃除に 

ca フ□ーリング、畳などのお掃除に 
静かにお掃除したいときに 

本体の運転状態に合わせて、回転 
ブラシの回転力が切り替わります。 


自動で運ま云したいとき 


これつさり」ボタンを}甲して 
運転すると、センサーがホ面の種 
類や状態と、パワーへッドの操作 
のしかたを感知して、自動で「強」 
「中」「弱」運転を切り替えます。 
また、パワーヘッドの操作停止を 
感知すると、自動で待機運転に切り 
替えます。 〈 P .8〉 


自動運転に合わせて、回転ブラシ 
の回転力も切り替わります。 


センサーは、次のよラなことを 
感知して自動で運転を切り替え 
まず。 

♦床面の凹凸や傷み 
♦じゆうたんの毛の向さや倒れ 
巨合 

参パワーへツドの操作速度および 
モ向転換 

♦パワーへツドの操作停止 

このため、同じよラな巧面を 
お掃除していても、運転が切り 
替わることがありまず。 



回転ブラシ(パワ-ブラシ)の回転を止めたいとき 


運転中に押すごとに「吼一「入」一 
「切」…の順に切り替わります。 

本体の運転が止まっているとき 
に、「パワーブラシ切/入」スイッチ 
を巧しても、掃除機は運転しません。 
また、回転ブラシち回転しません。 
「 S 3 百これつさり」ボタンで運転中 
は、「パワーブラシ切/入」スイッチ 
を巧しても、回転ブラシの回転は 
止まりません。 


運転を止めたいとき 


「切」スイツチを巧しまず。 


A ミち意 


けがのおそれあり 

♦吸込□をふさいで、「強/中/弱」スイッチ 
や r 回3百これつさり」ボタンを巧さな 
いでくださし、。 

ホースが急に縮んで、本体が転倒する 
ことがあります。 


運転のしかた 
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運転時の機能 


「 ec 口これつきり J ボタンによる自動運転 


♦センサーが巧面の種類や状態と、パワーへツドの操作のしかたを感知して、自動で「強」「中」「弱」運転や 
消費電力を抑えた待機運転(アイドリング&ストップ)に切り誓えます。 


〇 


已こ〇 


これつきり」ボタンを巧ず 

最初は「強」運転になります。 


© パワーへッドを前後に動かず 

ホ面に適した自動運転を開始します。 




♦ 「回33これっきり」ボタンによる自動運転を始めると、本体のランプが緑に点灯してお知らせします。 〈 P . 9> 


待機運転-自動停止(アイドリング&ストップ)について ) 

参センサーがパワーへッドの操作停止を感知して、自動で待機運転に切り替えます。 

参パワーへッドを前後に動かすと、床面に適した自動運転を再開します。 

♦待機運転が約40秒続いた場合、本体の運転を自動停止します。 


r ^ 、 

待機運転(アイドリング） 

自動停止(ストップ） 

本体の運転状態 

微弱 

停止 

本体のランプの色 

緑点滅 

緑点滅(約10分後に消灯します)※ 

パワーモニターの色 

緑 

消灯 

運転を再開ずるとき 

V 

. パワーへツドを前後に動かす 

床面に適した自動運転を再開します。 

-「^)これっきり」ボタンを巧す 
床面に適した自動運転を再開します。 

-「強/中/弱」スイッチを巧す 
「強」運転を開始します。 

J 


X 緑点滅中に「切」スイッチを押すと、本体のランプが消灯します。 


こんなとさは 


eco 


これつきり」ボタンによる自動運転中 


♦「パワーへツドを床面から浮かせる J または、「パワーへツドを取り外す」操作を行った場合は、その前の 
運転状態を保ちます。ただし、待機運転中は「弱」運乾に切り替わります。 

♦「パワーブラシ切/入」スイツチを巧しても、回乾ブラシの回乾は止まりません。 

♦本体のランプがホ点滅しているとき 〈 P .9〉 は、待機運乾に切り替わりません。 


I これつきり」ボタンを押して自動運転を開始するとき 


♦パワーへツドを取り外した状態のときは、「強」運転を保ちます。 

♦「パワーブラシ切/入」スイッチを巧して回転ブラシの回転を止めた状態でも、回転ブラシが回転します。 


•浦!! 参床面の種類や、パワーヘッドの操作のしかたによって、待機運転になりやすい場合があります。 
その場合は、お好みで運転してください。 〈 P .7〉 

♦パワーヘッドの車輪、ハケ、回転ブラシが磨耗していると、センサー 
が床面の種類や状態と、 パつ一へッ ドの操作のしかたを正しく感知で 
きないことがあります。 

磨耗しているときは、お早めにお買し^上げの販売店にご相談ください。 

(き輪、ハケ、回転ブラシは同時交換をおすすめします） 〈 P .3 CX 31〉 
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本体のランプ 



r 

緑 

点灯 

「ピゴ =) しれつきり」ボタンによる自動運転中のお知らせです。 < P .8> 

点滅 

待機運転-自動停止中（アイドリング&ストップ)のお知らせです。 < P .8> 

ホ 

V 

点滅 

フイルターお手入れ 〈 P .22 〜24〉のお知らせ（目安)です。 

乂 「弱」運転や待機運転のときは、本体のランプは赤点滅しません。 

ソ 


こんなとさは 

r ごみがいっぱし、でも「本体のランプ」が赤点滅しない） 

♦綿ごみなどが多いとさ 

お掃除が終わったら「立体つイルター」と「ク I 」 ー ンつイルター」のごみを捨ててください。 
r ごみが少なくても「本体のランプ」が赤点滅する ) 

♦細かい砂ごみ、±ぼこりを吸わせたとき 

ごみ捨て/フイルターのお手入れをしてください。 〈 P .15〜17、22〜24〉 

♦毛足の長し^じゆうたんなどで吸込□がふごがれたときや、ワイド曲がる□ング吸□などをご使用のとき 
吸込風量が少なくなっています。吸込□を掃除面から離し、「本体のランプ」のホ点滅が消灯すれば、 
そのままご使用いただけます。 

♦テイッシュペーパーを取り付けたとき 

ごみ捨て/つイルターのお手入れをしてください。 

♦延長コードを使用したり、ほかの電気製品と同時にコンセントをご使用のとき 
電源電圧が低下することがあります。定格] 5 A し乂上-交流] 0 0 V のコンセントを単独でご使用ください。 


ワーモニター 


♦パワー モニターの 色で、本体の運転状態や回転ブラシの回転力をお知らせします。 



パワーモニターの色 

ホ 

だいだい 

緑 

本体の運転状態 

強 

中 

弱/待機運転 X 

回転ブラシの回転力 

強 

中 

弱 


X 待機運転になるのは、「回由 J これっきり」ボタンによる自動運転中のみです。 


• 「^3これっきり」ボタンで自動運転しているときは、運転状態に合わ 
せてパワーモニターの色が3段階に変わります。 


♦ r パワーブラシ切/入 J スイツチで回転ブラシの回転を止めているときは、パワーモニターは点灯しません。 
♦パワーへツドの保護 装置 < P .27> が働いているときは、パワーモニターは点灯しません。 

L _ A 











































お掃除のしかた 


八ワーへツ 


参巧面に合った操作のしかたで、上手にお掃除ができます。 


前後に動かしてお掃除しまず。引くとさにごみがよく取れまず。 

参初めてお掃除するじゆうたんの場合、あそび毛がたくさん取れることがあります。 


床面の傷つき防止のため、フ□ーリングや畳の目にテって動かしまず。 

参ま斤しい畳をお掃除ずる場合、畳表面に磨かれた跡が生じることがありますので、 
気になる場合は、回転ブラシを止めてご使用ください。 


じゆうたん 


フ□—リング•畳 


A 警告 

けがのおそれあり M !/ 

パワーヘッドを引くときに、体の一部(足の上など)に乗り上げない 

♦回転ブラシに巻き込まれるおそれがあります。 

ノ 

f 

A ミち意 

巧面に傷を付けるおそれあり 

参特にひのきやクッシヨンつ□ア X などのやわらかい床の場合、運転中 
はパワーヘッドを同じ位置に止めたままにしないでください。 

また、パワ-ヘッドを麻に強く巧しつけないでください。 

♦車輪にごみが絡みつくと、車輪が回転できず、磨耗と床傷つけの原 

定期的にお手入れしてください。 〈 P .25〉 宙 f リ 

♦き輪、ハケ、回転ブラシが磨耗しているときは、お早めにお買い上げ 
の販売店にご相談ください。律輪、ハケ、回転ブラシは同時交換を 
おすすめします） 化30、31〉 

X クッシヨンつ□アとは、表面に塩化ビニルなどを用いたクッシヨン 
性のある床材のことです。 ハケ回転フフシ八ケ 

ノ 


♦床面の種類によっては、操作が重くなることがあります。 
このようなときは、「弱」運転に切り替えてください。 


パワーへッドの持ち上げ停止スイッ 


パワーへツドを巧面から浮かせると、安全のために持ち上げ停止スイツチカ《働いて、回転ブラシの回転 
が止まりまず。 



♦持ち上げ停止スイッチ部のお手入れは 〈 P .25〉 


A 警告 


けがのおそれあり 

パつ一へツ ドの回転ブラシや持ち上げ停止スイツチには軸れない 

♦回転ブラシが回転することがあります。特にお子さまにはご注意ください。 
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クルッとヘッド • ぺタリンコ構造 


参グリップハンドルをひねると、パワーへッドの向きが変わります。 

また、パワーへッドをクルッと回してすき間もスムーズにお掃除できます。 


左にクルツ 


ちにクルツ 



>べツドの下など低い場所でも奥までしっかりお掃除できます。 


パワーへッドが浮かない) 




クルツとブラシ 


♦延長管または手もと操作部に取り付けてご使用ください。 < P .2> 
♦パワーヘッド（または延長管）を外すとブラシが出ます。 
ブラシを回して角度が変えられる吸□です。 

パワーヘッド（または延長管 ） を元どおり取り付けると、 
ブラシが収納されます。 


延長管に取り付けるとき 


クルツとブラシのボタンを巧してパワーヘッドを取り外す 
ボタン、 

パワーヘッドを取り外す 
とブラシが出ます。 




使用中にブラシが外れた場合(ブラシの取り付けかた) 
田ガイドの挿入溝を、回転レールの先端に合わせる 
曰ブラシを押しつけながら、回転ごせる 


回転拡大図 
レールー 




巧しながら 

呂（回転途中で 
回ず カチッと入 
りまず） 



手もと操作部に取り付けるとき 


クルツとブラシのボタンを巧して延長管を取り外す 


ボタン 



>収納フック 


X 手もと操作部に取り付けるときは、収納つックを 
ホース側にスライドしてください。 〈 P .20〉 


A ミち意 


傷を付けるおそれあり 

♦ピアノなど特に傷つきやすし^場所にはブラシを 
押しつけないでください。 


お掃除のしかた 
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お掃除のしかた(続き) 


ワイド曲がる□ング吸口 


♦ま具の上やすき間の奥まで届く、先が細 
い伸縮自在の吸□です。 



_ A ミち思_ 

傷を付けるおそれあり 

♦ピアノなど特に傷つさやすい場所には 
押しつけないでください。 


♦延長管または手もと操作部に取り付けてご使用ください。 


延長管 



ワイドブラシを取り外すとき 
は、ワイド曲がる□ング吸 □ 
を完全に伸ばし、強く引っ張 
つてください。 


たイドブラシ) 
はどちら側で 
も取り付けら 
れます。 


上向き^^ 


下向さ 

> 



手もと操作部 


♦ワイドブラシのみを延長管または手もと操作部に 
取り付けることもできます。 


■浦!！ 

す宇を％ 


♦ワイドブラシのみを延長管または手もと操作部に取りかけてご使用の斷こ、すさ間 
(2 か所）とワイドブラシにごみが詰まつた場合は、ごみを取り除いてご使用ください。 

V 




♦お掃除する場所に合わせ、様々な角度や長さに変えられます。 





けがのおそれあり 

♦運転中に長さ調節ボタンを押さないでく 
ださい。ワイド曲がる□ング吸□が急に 
縮むことがあります。 

♦ワイド曲がる□ング吸□を縮めるときは、 

内パイプの凹凸部を持たないでください。 

手を挟むことがあります。 

♦角度を変えるときは、回転部を持たない 
でください。手を挟むことがあります。 

♦ワイドブラシの吸込□に指を入れたまま回転させないで 
ください。指を挟むことがあります。 


内パイプ凹凸部 



吸込 □ 
脂を入れない) 
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♦ワイド曲がる□ング吸□をご使用の際は、 

なのことにご注意ください。 

無理な力を加えると破損するおそれがあり 
ます。 

-高所から落下させたり、@の矢印の方向 
に無理な力を加えないでください。 

•長さを変えるときは、長さ調節ボタンを 
巧しながら伸縮させてください。 

-差し込み側の角度を変えるときは、角度調節ボタンを押しながら角度を変えてください。 

参ワイド曲がる□ング吸□は水洗いができます。水洗い後は、十分に自然乾燥させてからご使用ください。 
水を吸い込むと、巧障するおそれがあります。 

♦ワイドブラシの先端や内側に綿ごみなどが詰まっている場合は、吸込力がほ下しますので、ごみを取り 
除いてくだごい。 

♦クルツとブラシにワイド曲がる□ング吸□またはワイドブラシを取り付けないでください。 

十分な吸込力が得られません。 

♦吸込力調節リングで巧を閉じてご使用の際に、力ーテンや薄い力一ぺツトなどが吸いついて、ワイド曲がる 
□ング吸□を動かしにくい場合があります。その場合は、巧を開いてご使用ください。 


ずさ間用吸口 


参狭いずき間や隅をお掃除する吸□です。 

お部屋の隅のお掃除にソフアーの隅などのお掃除に 



♦延長管か手もと操作部にねじ込んでご使用 
くだごい。 



付属のずき間用吸□ホルダーを延長管に取り付けて、収納ずることができまず。 


〇 


ずき間巧吸ロホルダーを延長管に固定ずる 

すき間用吸□ホルダーを延長管の突起の間にはめ込む 



ずき間用吸□ホルダー 
は、左ちどちら側にち 
取り付けられまず。 




フックに差し込んで収納ずる 




お掃除のしかた 
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お掃除のしかた(続き) 


あると便利な別売り吸口 


♦付属の別売り部品接続用アタッチメントを使うと、 
月 IJ 売りの吸口が使えます。 <P .31> 
アタッチメントは、手もと操作部または延長管に 
取り付けてご使用ください。 



電動ふとん吸口 (G-DF1) 

ふとんを傷めず、ダニ-ほこり-糸くずなどを 
吸い取る吸□です。 


はたき吸口 （D-H3) 

はたき感覚で、エアコン、ブラインド、ま具 
などをお掃除する吸□です。ブラシ部分は水 
洗いがでさます。 


別売り部品接続用 
アタッチメントは 

必要ありません。 

V_/ 




り' M | l'i 11 \り’、、 

fill 11111111 i llhlitM 


吸口の角度が 
変えられます。 


棚用自在吸口 (D-TJ2) 

吸□の角度を変えて、棚の上などをお掃除 
する吸□です。 

水洗いができます。 



丸洗いフ□-リングヘッド （D-F3) 

フ〇—リング、畳に適した大さめのふき専用 
ブラシ付きの吸□です。 

(「中」「弱」運転でご使用ください） 

水洗いができます。 



クルツと切替えブラシ吸口 

狭いすき間や隅をお掃除する吸□です。 
お掃除する場所に合わせて、 

先抑 s をブフソにでさます。 


別売り部品接続用 
アタッチメントは 
必要ありません。 

\ - 




























ごみの捨てかた 


♦サイク□ン式のクリーナーは、「紙パックがいらない」という特長を持っていまずが、 
強い吸込力でお掃除していただくためには、こまめなごみ捨て、フィルターのお手入れ 
をおずずめしまず。 


参ダストケースのごみは、「ごみすてライン」を 
超える前に捨ててくだごい。 

♦お掃除が終わったら、「ごみすてライン」を 
確認してくだごし、。 



A 警告 


感電- けがのおそれあり 

♦ごみ捨ての際は、電源プラグをコンセントから抜いてください。 


■巧應10 参ごみ捨ての際に細かなほこりが舞い上がることがあります。 

屋外など、換気のよい環境でごみ捨てをしていただく力、、マスクを着用するなどして、ほこりを 
吸い込まないようにしてください。 


'みずてラインの確認のしかた 


■巧 駆 in ♦「ごみすてライン」を超えてごみを吸い込んだ場合、サイク□ン室側にごみがこぼれます。 
強い吸引力でお掃除していただくためにも、こまめなごみ捨てをおすすめします。 


ダストケース内のごみが「ごみずてライン」を超えていないか確認ずる 

参ダストケースのごみ捨ての際は、 「立体フイルター」と 「クリーン 

フイルター」のごみを捨ててくだごい。 〈P.16、17〉 

♦「ごみすてライン」を超えてごみを吸い込んだ場合、サイク□ン室側に 
こぼれたごみを取り除いてくだごい。 

♦サイク□ン室にごみが詰まった場合は、サイク□ン室を取り外してお手 
入れしてくだごい。 〈P.23、24〉 



ダストケースの取り出しかた 


ダストケースを取り出ず 

n 本体の前側を手で押さえる 

g ダストケース取り外しレバー 
を持って、 上に引き上げる 


ごみすてボタン 
け甲さない） 

集じん □ 


押さえる u 



引さ上げる 

ダストケース取り外し 



■巧應1«1 参ダストケースを取り出すときは、「ごみすてボタン」を巧さないでください。ごみがこぼれる場合が 
あります。本体内•サイク □ ン室にごみがこぼれたときは、ごみを取り除いてから元どおりダスト 
ケースを取り付けてください。 

♦ダストケースを置くときは、集じん□を下に向けないでください。 

ごみがこぼれる場合があります。 


お掃除のしかた 


ごみの捨てかた 
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ごみの捨てかた(続き) 


ダストケースのごみの捨てかた 


田「立体フイルター J のごみの捨てかた 


ごみを捨てる 

ダストケースを大さめのごみ袋などに入れ、ダストケースふたを 
下方に向けてごみすてボタンを巧す 



A 警告 


けがのおそれあり 

ごみを捨てるときは、ダスト 

ケース下部を持たない 

参手を挟むおそれがあります。 


•浦11 

参ごみが出にくい場合は、ダス 
トケースの 側面をたたくなど 
して振動を加えてください。 


付着したごみを取り除く 

n ダストケース伯晒に取り付 
けられているお手入れブラ 
シを取り外す 



B 立体フイルタ-の目詰 
まりを取り除く 



A ミ±思 

けがのおそれあり 

♦ガラスの破片や虫ピンなど鋭 
利なものを誤って吸い込んで 
し、る場合があります。注意し 
てお手入れしてください。 



ダストケースふたを閉める 



「カチツ」と音がするまで閉める 
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图 r クリーンフイルタ ー J のごみの捨てかた 

〇 


クリーンフィルターのつまみを下に巧し 
下げながら、矢印の方向に開く 


参ごみがこぼれる場合がありますので、ごみ箱の上 
または大きめのごみ袋などに入れ、開いてください。 


ダストケース 

ク1」ーン 
フイルター 




クリーンフイルターを 取り外ず 


© 


旦下方向に取り外す 


クリーンフイルターのひだの奥にたまったごみを取り除く 

クリーンフイルターをごみ袋に入れ、床などで軽く 
5回程度たたいて奥にたまったごみを取り除く 



田謀; 


クリーンつイルター 


心\注思 


傷を付けるおそれあり 

参床に傷が付くおそれがある場合は、ま斤聞紙などを 
厚めに敷いてください。 


ごみ付着がを 
下にする 



ごみ袋 

ホなどで 
軽くたたく 


〇 


付着したごみを取り除く 

クリーンフイルターの表面に付着したごみを 
お手入れブラシで取り除く 


ク リーンフイルターを 取り付ける 

取り外した逆の手順で取り付ける 



#2^クリーンフイルターを閉め、お手入れブラシを取り付ける 

H r カチ' ソ」 と音がするまで閉める 



a ダストケース側面にお手入れブラシを 
取り付ける 


’ク1」ーンフイルター 



-お手入れブラシ 


■巧駆1〇 参お手入れブラシがダストケース側面にしっかり取り付けられていない状態でダストケースを 
取り付けて運転した場合、ダストケース付近から異音がすることがあります。 

お手入れブラシは、ダストケース側面に奥までしっかり取り付けてください。 


ごみの捨てかた 
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ごみの捨てかた(続き) 


ペーパーの取り付けかた 


参ティッシュぺーパーを使巧すると、ごみ捨てがさらに簡単•清潔 
になりますのでおすすめします。 

♦テイツシュぺーパーの種類や取り付け状態によっては、テイツ 
シュぺーパーカ《破れることがあります力頃常ではありません。 
参ごみ捨て時にテイツシュペーパーが破れていても異常ではあり 
ません。 



立体 フイ ル ター 

テ イツ シュ 
ペー パーに 
包まれたごみ 


巧[す細 ♦ティッシュぺーパーは、一辺の長さが 20 cm 程度で2枚重ねのものをご使用ください。 

参めれたティッシュぺーパーは使用しないでください。 

参立体つイルターにごみが付着している場合は、付属のお手入れブラシで取り除いてください。 


〇 ティッシュぺーパーを 広げて、立体 フィルター 
にのせる 

ティッ シ ュぺーパーの 端を、立体 フィルターの 上端から 
3cm 程度はみ出すようにのせる 



3 cm 程度 


了イツゾユ 

ぺーパー 


ティッシュぺーパーの 上端を立体 フィルターに 固定ずる 

II 立体フィルターの上端をティッシュ 0立体フィルターをごみすてボタンのつめに 

ぺーパーと一緒につまむ 巧し込み、引っ掛ける 



テイツシュペーパーで 
くるむようにしてな謂を 
つまむ 



© 


ティツシュぺーパーを立体フィルターの内側にテわせる 

II ティッシュぺーパーの 下端を 旦 ティッシュぺーパーの 下端を手で押さえたまま、 

立体 フイルターの 下端に合わ 立体 フイルターの 奥まで押し込む 

せて手で押さえる 


〇 



>テイッシュぺーパーはそっ 
と巧し込んでください。 

弓き <} 甲し込むと、立体つイ 
ルターの上5品がごみすてボ 
タンのつめから外れる場合 
があります。 


>ティ ッシュぺーパーが ダ 
ストケースからはみ出し 
ていても問題ありません。 
>ティ ッシュペーパーを 使 
用した場合、吸込仕事率 
が1 0 W 程度下がります。 
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ダストケースの取り付けかた 


ダストケースを r カチツ」と音がずるまでしっかり取り付ける 



CSD 参ダストケースが奥まで入っていない状態で本体を運転した場合、ダストケース付近から 
異音がすることがあります。ダストケースは「カチツ」と音がするまでしっかり取り付けて 
ください。 


19 









あとかたづけ 


電源コードの巻き取りかた 


電源プラグを持って、電源コード卷き取りボタンのマーク部 （( g )) 
を押しながら、電源コードを卷き取ってくだごい。 



けがをずる-家具に傷を付けるおそれあり 

電源プラグを抜くとき-電源コードを巻き取る 
ときは、電源プラグを持ってください。 



電源コード 
巻き取りボタン 


〇 


収納のしかた 


延長管を縮めて 〈P.6〉、 取り付け溝 
にホーススタンドを差し込む 




ホースを 延長管 
に巻きつける 



クルツとブラシを 
パワーへツド側に 
取り付けているとき 
<p.ii> 

©の取り付け溝に 

クルツとブラシを 
手もと操作部側に 
取り付けているとき 
<p.ii> 

曾の取り付け溝に 


さらにコンパクトに収納したいとき 


サツと収納 


D 手もと操作部を延長管から外す 〈 P .2、3〉 

g ホースを延長管に卷きつけて、延長管に 
収納フックを引っ掛ける 






( 

収納フック 

) 


サツと収納のとさは、 
収納フックを手ちと操 
作部の先端側へ移動し 
てご使用 < ださい。 



リ巧内フック 


クルツとブラシを取り 
付けるとさは、収納フツ 
クをホース側に移動し 
てください。 ッ_レツと 

ブラシ 



ipl)) 

ホース 
収納フック 
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ンパクト収納 


D 手もと操作部を延長管から外す 〈 P .2、3〉 
g ホースを延長管に卷きつける 

g 外した手もと操作部を、延長管に卷きつけたホースの間に差し込む 


•手もと操作部にクルツとブラシを取り 
付けても、コンパクトに収納できます。 




♦ストーブのおくや直射日光が長時間当たるなど、高温になる場所での収納はしなしげください。 
ホースの 変形や故障の原因となります。 

♦ホースがつぶれたり、折れ曲がるなど、変形するような状態での収納はしないでください。 


あとかたづけ 
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吸込力が弱くなつたら 

r 本体のランプがホ点滅した」、「吸込力が弱くなつた」とき 


•ダストケース•サイク□ン 室- るフイルターをお手入れしてくださし、。 

♦強い吸込力でお掃除していただくため、こまめなお手入れをおずずめしまず。 


参各フィルターを水洗いしたときは、十分に自然乾燥させてください。 

クリーンフィルターの乾燥には約^ 2時間必要です。（乾燥時間は、環境や季節によって異なります) 


■巧 駆 in ♦お手入れの際に細かなほこりが舞い上がることがあります。 

屋外など、換気のよい環境でお手入れをしていただく力、、マスクを着用するなどして、ほこりを 
吸い込まないようにしてください。 


ダストケース 


お手入れブラシで水洗いずる 


参クリーンフイ ルターの ひだの 
奥にたまったごみを水で流し 
てください。 

参取り外してお手人れずること 
もでさまず。 


< P .17> 



参ケースをフ J < 洗いずる 



•ダストケースふたを開け 
て立体フイルター表面を 
水洗いしてください。 



お駆 in ♦立体つイルターは強く巧して洗わないでください。破損の原因となります。 


. けがのおそれあり 

A $主胃♦ガラスの破片や虫ピンなど鋭利なものを誤って吸い込んでいる場合があります C 
ま意してお手入れしてくたさい。 


フイルター（アレルオフフイルター) 


〇 フイルターカバ ー( ビートパネル)を 取り外し、 
フイルターを 取り出ず 



水で軽く巧し洗いずる 



参たたいて水気を切り、 
自然乾燥させます。 


22 































o 





サイク□ン室のふたを開ける 

つまみを持ち、矢印の方向に開ける 



© 


サイク□ン室を水洗いずる 


■浦11 

参開けるとさにごみがこぼれる場合があり 
ます。新聞紙などの上で開けてください C 



計、1 


もじ 




♦付着しているごみは軽く落としてから 



水洗いしてください。 


ケース' 


ふた 




♦ふたの取り外しかた 

田90。開く 
曰 矢印方向に取り外す 



♦内筒の取り外しかた 

Q 180。開く 

in 内筒の=角 マークを 「はずす 
一 A 」 の H ち 7 -クに合わせる 

@まっすぐ上に引き抜く 

内筒 




目言吉まりを 
取り除く 


A ミち意 

けがのおそれあり 

参ガラスの破片や虫ピンなど鋭利なものを 
誤って吸い込んでいる場合があります。 
注意してお手入れしてください。 


♦お手入れ後は、取り外しかたの逆の手順で取り付けてください。 

♦内筒を取り付ける際は、内筒の=ちマークが 「 A とめる」の=巧マークに合うまで、しっかりと回してくだ 
さい。 


サイク□ン室 


取り外してお手入れずる場合 


吸込力が弱<なつたら 
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吸込力が弱くなつたら(続き) 

〇 よく乾かしてから、ふたを閉める 


ふた 



■巧 駆 in 参ふたはしっかりと閉めてください。しっかりと閉まっていなし4犬態で本体を運転した場合、 
サイク □ ン室付近から異音がすることがあります。 

サイク□ン室を本体に取り付ける 

Q 本体の溝とサイク□ン室の突起を合わせる 0奥まで巧し込む 



■ a [す iin •洗剤、漂白剤などを使用したり、洗濯機で洗ったりしないでください。また、ヘアードライヤーなどの 
熱風で乾燥させないでください。性能の低下や破損-変形の原因となります。 

♦付着しているごみは、軽く落としてから水洗いしてください。 

♦付属のお手入れブラシ外のブラシは使用しないでください。破損の原因となります。 

♦各つィルターを水洗い後は十分に自然乾燥させてから取り付けてください。 

めれたままでご使用になると、つィルターカ巧期に目詰まりし、吸込不良や異臭発生の原因となります。 
♦ダストケース•サイク□ン室および各つィルターは、取り付けて運転してください。 

モーター部にごみが侵入すると、本体内部の つィ ルターが目詰まりして、本体から異音が発生する 
ことがあります。その場合は、お孰止げの販売店にご相談ください。 < P .30> 

参各つ ィ ルターを水洗いしても吸込力が弱い場合は、ク I 」 ー ンつィ ルターなどの劣化が考えられます。 
取り替えをご希望される場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。 〈 P .3 CX 31 > 
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お手入れのしかた 


本体*標準付属品*付属応用部品 


♦巧れが気になるときはお手入れしてください。 


水をさませたやわらかい布を 
よく絞ってからふいてください C 



■幻庵 in •ベンジン' シンナ-、アルコ-ル、洗剤や化学ぞうきんなどを使用しないでください。 
ひび割れや変色の原因となります。 


八ワーへツ 


♦吸込力が弱くなつたり、巧れが気になるときはお手入れしてください。 

♦定期的なお手入れ(月1回程度)をおずずめしまず。 

持ち上げ停止スイッチ、回転ブラシ、から拭きブラシ、ハケ、車輪、空気取り入れ□、回動部にごみが付着して 
いると、吸込力の低下や故障の原因となります。 


■ a 駆 in ♦パワ-ヘッドは、延長管や手もと操作部から取り外してお手入れしてください。 


付着したごみを取り除く 


付着したごみを、ずさ間用吸□を使って吸い取ってください< 



絡みついたごみを取り除く 


絡みついたごみを、ピンセツトなどで取り除いてください。 



A ミ主意 

巧面に傷を付けるおそれあり 

♦車輪にごみが絡みつくと、車輪が回転できず、磨耗と床傷つけの原因となります。 

♦き輪、ハケ、回転ブラシが磨耗しているときは、お早めにお買い上げの販売店にご相談ください。 
律輪、ハケ、回転ブラシは同時交換をおすすめします） 〈 P .30、31> 

ぐ 、 

■田 [卸 u ♦持ち上げ停止スイッチに無理な力を加えないでください。破損の原因となります。 


吸込力が弱<なつたら 


お手入れのしかた 
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お手入れのしかた(続き) 


回転ブラシをお手入れずる 


9 


ブラシホルダーを取り外ず 

D パワーへツドを裏返してレバーを開く 


S ブラシホルダーを取り外す 




回転ブラシを取り外し、ごみを取り除< 


ごみを取り除く 



回転ブラシ 


溝に絡みついた 
ごみはピンセット 
などで取り除く 


回転ブラシに給 
みついたごみは 
八サミなどで 
切って取り除く 


ピンセット 




CSD ♦; 細、漂前临どを使用しないでください。 

変色、変形などの原因となります。 

♦回転ブラシを水洗いした場合は、十分に自然乾燥させてから取り付けてください。 



り I ブラシホルダーを取り付ける 

W u つめを引っ掛ける 


g ブラシホルダーを取り付ける g レバーを閉める 

















































±か陷"/1\れ V 巧—！たた修理を依頼される前に 

PAr¥/J C-i lEv ーツじ欠の点をもう-度お調べください1 


本化が運睹できない、パワーへッドの回乾ブラシが回乾しない 


保護装置力《働いている場合があります。次の直しかたにより保護装置を解除してください。 


本体が運輯できない パワーへッドの回転ブラシが回転しない 




回転ブラシに異物を挟み込んだり、 
空気取り入れ□がごみ詰まりした状 
態で運転を続けると、パワーヘッド 
モーターの過熱を防ぐために、自動 
的に回転ブラシの回転を停止します。 


異物の挟み 
込み 


空気取り入 
れ□のごみ 
詰まり 


床やじゅう 
たんなどへ 
の巧しつけ 





約5分後〜60分後に保護装置が解除され、再びご使用いただけまず。 


本体のランプが赤点滅したまま運転を続けると、 
本体モーターの過熱を防ぐために、自動的に 
電力を抑える保護運転になることがあります。 
ごらにこの状態で運転を続けると、自動的に 
運転を停止します。 


クリーンフイル 
ターの ごみ 詰 
まり 


吸込□をふごし、 
だままの運転 


ホース • 延長管 
のごみ詰まり 


ハワーヘッドを 
床やじゆうたん 
に強く巧しつけ 
ない 


ホース•延長管 
に詰まったご 
みを取り除く 


吸込□をふさ 
し、でいるもの 
を取り除く 


ごみ捨て/フィル 
夕一のお手入れ 
をずる 


化16、17、22〜24〉 


回転ブラシや 
空気取り入れ 
□に挟み込ん 
だ異物を取り 
除< 

化25、26〉 


源プラグをコンセントから抜< 


「切」スイッチを巧し、 


お手入れのしかた 


故障かなと思つたら 


保護装置と原因 ■ 直しかた 


27 

































故障かなと思ったら (続き) 


■その他の症が 



吸込力が弱い 


急に吸込力が弱くな 
り、しばらくすると 
回復ずる 

本体が運転しない 

本体の運転が止まる 

ち P 気や本体があたたか 
くなる(特に夏場） 

排気から異臭が出る 

本体から異音がする 







直しかた 

(1) ダストケースのごみがいっぱい 
になっていませんか。 

(1) 立体つィルターとク1」ーンつィ 
ルターのごみを捨ててください。 

(2) 各つィルターにごみが付着して 
いませんか。 

(2) 各つィルターのお手入れを 
してください。 

(3) 延長管、ホース、本体つざてに 
ごみが詰まっていませんか。 

(3) ごみを取り除いてください。 

(4) パワーへッドにごみが詰まって 
いませんか。 

(5) サイク □ ン室にごみが詰まって 
いませんか。 

(4) ごみを取り除いてください。 

(5) ごみを取り除いてください。 

ワイド曲がる□ング吸□を使用したお掃除の場合、吸込力調節リングで 
吸込力を調節できます。 

延長コードを使用したり、ほかの電気製品と同時にコンセントをご使用に 
なると、電源電圧の低下により、早期に本体のランプがホ点滅する場合があり 
ます。定格] 5 A が上-交流] 00 V のコンセントを単独でご使用ください。 

参パワーへッドを押しつけたり、ふ 
さぐようにして薄い力ーペット、 
毛足の長いじゆうたんなどをお掃 
除していませんか。 

♦ワイド曲がる□ング吸□、クルッ 
とブラシ、すき間用吸□を力ーテ 
ンなどに巧しつけたりふさぐよう 
にしてお掃除していませんか。 

本体モーターの過熱防止のため、自 
動的に電力を抑える運転をしていま 
す。異常ではありません。 

参回復しにくい時は、スイツチを切って 
から、もう一度運転をしてください。 
♦回復後、パワーへツドは力を入れ 
ず、すべらせるように軽く動かし 
てください。 

(1) 電源プラグがコンセントにしつ 
かり差し込まれていますか。 

(1) しっかり差し込んでください。 

(2) 本体にホースが確実に差し込ま 
れていますか。 

(2) 「カチツ」と音がするまでしっか 
り差し込んでください。 

本体のランプが緑点滅していませ 
んか。 

自動停止中です。運転スイツチを押 
して、運転を再開してください。 

空気の流れで本体モーターを;令却しているためで、異常ではありません。 

(1) つィルターにごみが付着してい 
ませんか。 

(1) 各つィルターのお手入れをして 
ください。 

(2) 水洗い後のつィルターの乾燥が 
不十分ではないですか。 

(2) 水洗い後は、十分に自然乾燥さ 
せて < ださい。 

本体内部のフイルターが目詰まりした場合、本体から異音が発生すること 
があります。お買し\上げの販売店にご相談ください。 



P.15 

S 

P.19 

P.22 

S 

P.24 


P.25 

P.26 

P.23 

P.24 

P.12 


P.6 

P.2 

P.3 

P.8 

P.22 

P.24 

P.22 

P.30 
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P.7 

P.2 

P.3 

P.10 

P.25 

P.26 


P.7 

P.19 

P.24 

P.17 

P.23 

P.24 


ダストケース-サイク 
□ン室付近から異音が 
出る 


電源コードが全部入ら 
ない、または引さ出せ 
ない 

クルツとブラシの 
ブラシが出ない 


テイツシュペーパーが 
破れる 


(1) パワーブラシが「切」設定になっ 
ていませんか。 

(1) もう一度、「パワーブラシ切/入」 
スイッチを押してください。 

(2) 本体、ホース、延長管、パワーヘッド 
などがしっかり接続されていますか。 

(2) しっかりと接続してください。 

(3) パワーへッドが床面から浮いて 
いませんか。 

(3) 床面から浮かせると止まる構造 
になっています。パワーヘッド 
を床面につけてください。 

(4) 回転ブラシ、空気取り入れ□、持 
ち上げ停止スイッチなどにごみ 
などが付着していませんか。 

(4) ごみを取り除いてください。 

(5) 延長コードを使用したり、ほか 
の電気製品と同時にコンセント 
を使用していませんか。 

(5) 定格15 A な上-交流1 00 V の 
コンセントを単独でご使用くだ 
さい。 

(6) 長時間（約45秒)吸□を静止していると、パワーへツドモーターの 
過熱を防ぐために、自動的に回転ブラシが停止することがあります。 
-度「切」スイツチを押してから、もう一度運転を再開してください。 

パワーブラシが「切」設定になって 
いませんか。 

もう一度、「パワーブラシ切/入」 
スイツチを巧してください。 

持ち上げ停止スイッチの構造上、発生する音です。 

異常ではありません。 

(1) 本体にダストケース.サイク□ン室 
が確実に取り付けられていますか。 

(1) 確実に奥まで取り付けてくだ 
さし、。 

に）お手入れブラシが確実に取り 
付けられていますか。 

(2) 確実に奥まで取り付けてくだ 
さい。 

(3) サイク □ ン室の内筒が確実に 
取り付けられていますか。 

(3) 確実に取り付けてください。 

(4) サイク □ ン室のふたが確実に 
閉められていますか。 

(4) 確実に閉めてください。 

電源コードが片寄つて巻き込まれたり、よじれたりしていることがありまず。 
電源]-ド巻き取りボタンを巧しながら、電源]-ドを「巻き取る」「引き出す」 
操作を数回繰りあしてください。テのあと、黄印まで引き出してよじれを直し 
てから、もう一度巻き込んでください。 

内部にごみが詰まっていませんか。 

ごみを取り除いてください。 
ブラシに付着したごみは「すさ間用 
吸□」で吸い取ってください。 

(1) テイッシユぺーパーの種類は適 
切なものですか。 

(1)- 辺の長さが 20 cm 程度で2枚 
重ねのものをご使用ください。 

(2) 立体フイルターに確実に押し込 
まれていますか。 

(2) 立体フイルターの内側にそわせて、 
確実に奥まで巧し込んでください。 


パワーモニターが点灯 
しない 

八ワーへツドからカラ 
カラと音がする 


パワーへッドの回転 
ブラシが回転しない 
または回転しにくい 



確認してもまだ異常がある場合 



ご自分で修理をなごらないで、お買 
い上げの販売店へご相談くだごい。 
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アフターサービスと 保証 


使巧中に異常が生じたときは 


「巧障かなと思ったら」 〈 P .27 〜29〉 をご確認のあと、それでもお障と 
思われる場合には、ご自分で修理をなごらないでお買い上げの販売店に 
ご相談ください。 

♦修理を依頼されるため、掃除機を販売店にお持ちの際は、標準付属品 
(ホース、延長管、パワーヘッド）もご一緒にお持ちください。 


お知らせいたださたい内容 

1型式- CV - SW 200 
2症が一でさるだけ詳しく 


長時間ご使巧になるとき 


♦-曰のご使用時間が極端に長し^場合や、共同(寮など)でご使用になる場合には、短期間で部品の交換（パワーヘッドや 
モーターなど)が必要になることがあります。お買い上げの販売店にご相談のうえ、定期的な点検をなさってご使用に 

♦この i うな場合は、保証期間中でも有料になることがあります。 C _ •又このお?除磯は家庭 b です _ J 


転居される場合 


参ご転居により、お買い上げの販売店のァつターサー 
ビスを受けられなくなる場合は、 前もって販売店に 
ご相談ください。ご転居先での日立の家電品取扱店 
を紹介ごせていただきます。 

♦電源周波数の異なる地区へのご転居に際しても、部 
品の交換はホ要です。 


部品の保有期間について 


この掃除機の補修用性能部品の保有期間は、 

製造 巧ち切り後 6年です。 

補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するため 
に必要な部品です。 


愛情点検 



★長年ご使用の掃除機の点検を 

ご使用の際、 
このような 
症状はあり 
ませんか？ 

参スイツチを押しても、運転しない 
参電源プラグやコードを動かすと、通電 
したりしなかったりする 
♦運転中、時々止まる 
♦運転中、異甫な音がする 
♦本体が変形したり、異甫に熱い 
参ホースが破れている 
参こげくさい"におい"がする 
♦その他の異甫がある 

► 

ご使用 
中止 

事故防止のため、 
すぐにスイツチを 
切り、電源プラグ 
を巧いて、販売店 
へ点検.修理を依 
頼してください。 


日立家電品についてのご相談や修理はお買い上げの販売店へ 

なお、転居されたり、贈り物でいただいたものの修理などで、ごす明な点は下記窓□にご相談ください。 
X 下記窓□の内容は、予告なく変更させていただく場合がございます。 


ホームぺージに「よくあるご質問」について記載しておりますので、ご活用ください。 

http://kadenTan.hitach し co.jp/q_a/mdex.html 


修理に関するご相談は 
エコーセンターへ 

TEL 0120 -31 21 -68 
FAX 0120 -31 21 -87 

(受付時間)9:00〜1 9:00( 月〜±)、9:00〜1 7:30( 日.祝日） 
携帯電話、 PHS からもご利用でさます。 


商品情報やお取り扱いについてのご相談は 
お客様ホ目談センターへ 

TEL 0120 -3121-11 
FAX 0120 -31 21 -34 

(受付時間)9:00〜] 7:30( 月〜±)、9:00〜1 7:00( 日.祝日) 
年末年始は休ませていたださます。 

携帯電話、 PHS からもご利田でさます。 


保証について 


♦この商品は保証書付さでず。 

保証書は販売店で所定事項を記入してお渡しいたします。記載内容をご確認いたださ、大切に保存してください。 


保証期間 

お買い上げ日から 1 年間でず。 (gg だ藉訪 とが ぁります ので、) 

1 

保証期間中は 

修理に際しましては、保証書をご提示ください。 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。 

保証期間が過ぎて 
いるとさは 

修理によって機能が維持でさる場合は、ご要望により有料で修理させていただきます。 


•「持込修理」および「部品購入」については、上記サービス窓口にて各地区のサービスセンターをご紹介させていただきまず。 

•お客様が弊社にお電話でご連絡いただいた場合には、正確にご回答ずるために、通話内容を記録(録音など)させていただくことがありまず。 
•ご相談、ご依頼いただいた内容によっては弊社のグループ会社に個人情報を提供し対応させていただくことがありまず。 

•修理をご依頼いただいたお客様へ、アフターサービスに関するアンケート八ガキを送付させていただくことがありまず。 
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別: 7 C り部品 


日立の家電品取扱店でお求めください。 

価格は、2012年8月現在の消費税率を基に総額表示を行っています。 


^電動ふとん吸 □ 
( G - DF 1) 


棚用自在吸 □ 
( D - TJ 2) 

か洗いつ□-リングヘッド 

( D - F 3) 

クルツと切督えブラシ吸 □ 

希望小売価格 
10,500円 
レ税抜10,000円） 

1111111 hL ,11, ll\lt 

希望小売価格 
3,990円 
(税ほ3,800円） 

瞬 

希望小売価格 
]，260円 
(税ほ]，200円） 

希望小売価格 
己250円 
(税ほ日，000円） 

サー ビス パーツ 

CV - PL 8-009 

ク機辭 

とご指定ください 

希望小売価格 

1,050円 

(税巧]，〇00円） ) 


♦付属応用部品や、補修用性能部品もお買い求めいただけます。 


ワイド曲がる□ング吸 □ 


ワイドブラシ 


ずさ間用吸□ホルダー 



サービス ノぐ 一、 ソ CV - SU 7000 -044 
ワイド曲がる□ング吸口 （ D - SH 6) 
とご指定ください 
希望小売価格 
5,250円(税抜5,000円） 


お手入れブラシ 



サービスバーツ CV - SU 7000 -045 
ワイドブラシに H 6) 

とご指定ください 

希望小売価格 
1,575円(税な1,500円） 


サツと八ンドル 



サービスバーツ CV - SU 7000 -047 
すさ間用吸ロ ホルダー 
とご指定ください 
希望小売価格 
315円(税ほ300円） 


クルツとブラシ 


サービスバー ツ CV - SW 200-001 
お手入れブラシとご指定ください 
希望小売価格 
420円(税ほ400円） 


ずさ間用吸 □ 



サービスバーツ CV - SW 200 -025 
サツとハンドル SW 200とご指をください 
希望小売価格 
]，050円(税抜1,000円） 


別売り部品接続用アタツチメント 



サービスバーツ CV - PU 20-010 
クルツとブラシとご指定ください 
希望ル売価格 
2,100円(税巧2,000円） 


クリーンフイルター 



サービス/ぐ一、ソ CV - SU 7000 -05] 
すさ間用吸口とご指定ください 
希望ル売価格 
315円(税ほ300円） 


回転ブラシ 



サービスバーツ CV - SM 10-033 
アタッチメント （ SM ) とご指定ください 
希望ル売価格 
315円(税な300円） 


ブラシホルダー(八ケ） 





サービスバーツ CV - SW 200-015 
B フイルター SW 200とご指定ください 
希望ル売価格 
]，050円(税ほ1，000円） 



サービスバーツ CV - SW 7000 -028 
□—タリブラシクミ （ AP 37) 

とご指定くだ古い 

希望ル売価格 

2,520円(税巧2,400円） 



サービスバーツ CV - SW 7000 -025 
ジクウケカバーし R セット （ AP 37) 
とご指定くだ古い 

希望小売価格 
315円(税抜300円） 



サービスバーツ CV - SW 7000 -024 
□-ラ L セツト （ AP 37) 

とご指定ください 

希望ル売価格 

840円(税巧800円 ） ■ 


>上記希望ル売価格は、価格改正に伴い変更する場合があります。 

>回転ブラシ-ブラシホルダー(ハケ）•車輪を交換する場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。 
お客様のご要望により部品交換いたします。部品交換には、部品代のほかに交換作業費がかかります。 


アフターサ I ビスと保証別売り部品 
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仕様 


音 P ロロ 名 

抗菌の確認を行った 
試験機関 

試験方法 

抗菌の方法 

抗菌の処理を 
行っている部品の名称 

試験結果 
(抗菌活1住値) 

つィルター 

-般財団法人ボ-ケン品質評価機構 

瓜 L 19021こ基づく 

繊維に塗布定着 

ホ織布 

2.0 な上 


X 吸込仕事率は、テイツシュぺーパー非装着時のものです。 


X 抗菌活性値が 2. 0が上で抗菌効果があるとされています。 


轉日立アプライアンス株式会社 

干10日-8410東京都港区西新橋 2-15-12 


3- N 2371-8 A 
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H 2( H ) 


この製品は曰本国内家庭用でず。電源電圧や電源周波数の異なる海外では使用できません< 


また、アフターサービスち でさません< 


お客様；>< モ 

後日のために記入して 
おいてくだごい。 

サービスを 依頼ごれる 
とき、お役に立ちます。 

購入店名 

電話 


> 

ご購入年月日 

年 

月 

曰 






電 源 

100V 50-60HZ 共用 

本体寸法 

長さ 3 58mm X 幅 230mm X 高さ 275mm 

消費電力 

950W 〜約 170W 

標準付属品 

ホース .] 本 

延長管 . 1 本 

パワーヘッド . 1個 

吸込仕事率 

4 日 0W 〜約 50W 

付属応用部品 

サツとハンドル . 1個 

お手入れブラシ . ]個 

クルッとブラシ .] 個 

ずさ間用吸 □. 1個 

別売り部品接続用アタッチメント……1個 

曲がる□ング吸 □. ]個 

ワイドブラシ . 1個 

ずさ間用吸ロホルダー . 1個 

了ィ、ソ シユぺパ . 1 枚 

運転音 

60dB 〜 約 53dB 

集じん容積 

0.25 L (ごみすてラインまで） 

コードの長さ 

5m 

質 量 

5.1k 邑(標準付属品をさむ） 


抗菌効果 







































